
 A　仏教学

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

仏教学ⅠＡ 2 2 必

仏教学ⅠＢ 2 2 必

仏教学ⅡＡ 2 2 必

仏教学ⅡＢ 2 2 必

現代と仏教Ａ 2 2 選

現代と仏教Ｂ 2 2 選

仏教文学Ａ 2 2 選

仏教文学Ｂ 2 2 選

仏教文化Ａ 2 2 選

仏教文化Ｂ 2 2 選

仏教思想Ａ 2 2 選

仏教思想Ｂ 2 2 選

「英語」と「ドイツ語、フランス語、中国語、コリア語のうちの一外国語」のそれぞれにつき、ⅠA1、ⅠA2、

ⅠB1、ⅠB2の合計8科目8単位を修得しなければならない。

 英語

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

英語ⅠＡ１ 1 1 必

英語ⅠＡ２ 1 1 必

英語ⅠＢ１ 1 1 必

英語ⅠＢ２ 1 1 必

英語ⅡＡ１ (1) 1 1 選

英語ⅡＡ２ (1) 1 1 選

英語ⅡＡ３ (1) 1 1 選

英語ⅡＡ４ (1) 1 1 選

英語ⅡＡ５ (1) 1 1 選

英語ⅡＡ６ (1) 1 1 選

英語ⅡＡ７ (1) 1 1 選

英語ⅡＡ８ (1) 1 1 選

英語ⅡＢ１ (1) 1 1 選

英語ⅡＢ２ (1) 1 1 選

英語ⅡＢ３ (1) 1 1 選

英語ⅡＢ４ (1) 1 1 選

英語ⅡＢ５ (1) 1 1 選

英語ⅡＢ６ (1) 1 1 選

英語ⅡＢ７ (1) 1 1 選

英語ⅡＢ８ (1) 1 1 選

英語ⅢＡ１ (1) 1 1 選

英語ⅢＡ２ (1) 1 1 選

英語ⅢＢ１ (1) 1 1 選

英語ⅢＢ２ (1) 1 1 選

B　言語コミュニケーション科目 

科目名

科目名

修得単位は、卒業に必要な    
単位に含めることができる。

備考

アドバンスト科目

修得単位は、卒業に必要な
単位に含めることができる。

備考

開講学期と単位数 単
位
数
計

必
選
の
別

1回生 2回生 3回生 4回生

必
選
の
別

単
位
数
計

開講学期と単位数

1回生 2回生 3回生 4回生

全学共通
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 ドイツ語

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

ドイツ語ⅠＡ１ 1 1 選

ドイツ語ⅠＡ２ 1 1 選

ドイツ語ⅠＢ１ 1 1 選

ドイツ語ⅠＢ２ 1 1 選

ドイツ語ⅡＡ１ （1） 1 1 選

ドイツ語ⅡＡ２ （1） 1 1 選

ドイツ語ⅡＡ３ （1） 1 1 選

ドイツ語ⅡＢ１ （1） 1 1 選

ドイツ語ⅡＢ２ （1） 1 1 選

ドイツ語ⅡＢ３ （1） 1 1 選

ドイツ語ⅢＡ１ （1） 1 1 選

ドイツ語ⅢＡ２ （1） 1 1 選

ドイツ語ⅢＢ１ （1） 1 1 選

ドイツ語ⅢＢ２ （1） 1 1 選

ドイツ語ⅢＡ３ （1） 1 1 選

ドイツ語ⅢＢ３ （1） 1 1 選

 フランス語

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

フランス語ⅠＡ１ 1 1 選

フランス語ⅠＡ２ 1 1 選

フランス語ⅠＢ１ 1 1 選

フランス語ⅠＢ２ 1 1 選

フランス語ⅡＡ１ （1） 1 1 選

フランス語ⅡＡ２ （1） 1 1 選

フランス語ⅡＡ３ （1） 1 1 選

フランス語ⅡＢ１ （1） 1 1 選

フランス語ⅡＢ２ （1） 1 1 選

フランス語ⅡＢ３ （1） 1 1 選

フランス語ⅢＡ１ （1） 1 1 選

フランス語ⅢＡ２ （1） 1 1 選

フランス語ⅢＢ１ （1） 1 1 選

フランス語ⅢＢ２ （1） 1 1 選

フランス語ⅢＡ３ （1） 1 1 選

フランス語ⅢＢ３ （1） 1 1 選

科目名

開講学期と単位数 単
位
数
計

必
選
の
別

1回生 2回生 3回生 4回生

開講学期と単位数 単
位
数
計

必
選
の
別

1回生 2回生 3回生 4回生

備考

ドイツ語を選択した者は必修

修得単位は、卒業に必要な単
位に含めることができる。

ドイツ語Ⅲの単位を修得するた
めには、ドイツ語Ⅱ６科目のう
ち、ドイツ語ⅡＡ１を含む３科目
の単位を修得しなければならな
い。

備考

フランス語を選択した者は必修

修得単位は、卒業に必要な単
位に含めることができる。

フランス語Ⅲの単位を修得する
ためには、フランス語Ⅱ６科目
のうち、フランス語ⅡＡ１を含む
３科目の単位を修得しなければ
ならない。

科目名
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 中国語

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

中国語ⅠＡ１ 1 1 選

中国語ⅠＡ２ 1 1 選

中国語ⅠＢ１ 1 1 選

中国語ⅠＢ２ 1 1 選

中国語ⅡＡ１ （1） 1 1 選

中国語ⅡＡ２ （1） 1 1 選

中国語ⅡＡ３ （1） 1 1 選

中国語ⅡＢ１ （1） 1 1 選

中国語ⅡＢ２ （1） 1 1 選

中国語ⅡＢ３ （1） 1 1 選

中国語ⅢＡ１ （1） 1 1 選

中国語ⅢＡ２ （1） 1 1 選

中国語ⅢＢ１ （1） 1 1 選

中国語ⅢＢ２ （1） 1 1 選

中国語ⅢＡ３ （1） 1 1 選

中国語ⅢＢ３ （1） 1 1 選

 コリア語

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

コリア語ⅠＡ１ 1 1 選

コリア語ⅠＡ２ 1 1 選

コリア語ⅠＢ１ 1 1 選

コリア語ⅠＢ２ 1 1 選

コリア語ⅡＡ１ （1） 1 1 選

コリア語ⅡＡ２ （1） 1 1 選

コリア語ⅡＡ３ （1） 1 1 選

コリア語ⅡＢ１ （1） 1 1 選

コリア語ⅡＢ２ （1） 1 1 選

コリア語ⅡＢ３ （1） 1 1 選

コリア語ⅢＡ１ （1） 1 1 選

コリア語ⅢＡ２ （1） 1 1 選

コリア語ⅢＢ１ （1） 1 1 選

コリア語ⅢＢ２ （1） 1 1 選

コリア語ⅢＡ３ （1） 1 1 選

コリア語ⅢＢ３ （1） 1 1 選

開講学期と単位数 単
位
数
計

必
選
の
別

1回生 2回生 3回生 4回生

開講学期と単位数 単
位
数
計

必
選
の
別

1回生 2回生 3回生 4回生

コリア語を選択した者は必修

備考

中国語を選択した者は必修

修得単位は、卒業に必要な単
位に含めることができる。

中国語Ⅲの単位を修得するた
めには、中国語Ⅱ６科目のう
ち、中国語ⅡＡ１を含む３科目
の単位を修得しなければならな
い。

備考

修得単位は、卒業に必要な単
位に含めることができる。

コリア語Ⅲの単位を修得するた
めには、コリア語Ⅱ６科目のう
ち、コリア語ⅡＡ１を含む３科目
の単位を修得しなければならな
い。

科目名

科目名
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 C　教養科目

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

教養科目Ａ（文学と思想１） 2 2 選

教養科目Ａ（文学と思想２） 2 2 選

教養科目Ａ（言語と文化１） 2 2 選

教養科目Ａ（言語と文化２） 2 2 選

教養科目Ａ（歴史と文化１） 2 2 選

教養科目Ａ（歴史と文化２） 2 2 選

教養科目Ａ（芸術と表現１） 2 2 選

教養科目Ａ（芸術と表現２） 2 2 選

教養科目Ａ（市民と社会１） 2 2 選

教養科目Ａ（市民と社会２） 2 2 選

教養科目Ａ（福祉とくらし１） 2 2 選

教養科目Ａ（福祉とくらし２） 2 2 選

教養科目Ａ（心とからだ１） 2 2 選

教養科目Ａ（心とからだ２） 2 2 選

教養科目Ａ（環境と生命１） 2 2 選

教養科目Ａ（環境と生命２） 2 2 選

教養科目Ａ（数と情報１） 2 2 選

教養科目Ａ（数と情報２） 2 2 選

教養科目Ｂ（文学と思想３） 2 2 選

教養科目Ｂ（文学と思想４） 2 2 選

教養科目Ｂ（言語と文化３） 2 2 選

教養科目Ｂ（言語と文化４） 2 2 選

教養科目Ｂ（歴史と文化３） 2 2 選

教養科目Ｂ（歴史と文化４） 2 2 選

教養科目Ｂ（芸術と表現３） 2 2 選

教養科目Ｂ（芸術と表現４） 2 2 選

教養科目Ｂ（市民と社会３） 2 2 選

教養科目Ｂ（市民と社会４） 2 2 選

教養科目Ｂ（福祉とくらし３） 2 2 選

教養科目Ｂ（福祉とくらし４） 2 2 選

教養科目Ｂ（心とからだ３） 2 2 選

教養科目Ｂ（心とからだ４） 2 2 選

教養科目Ｂ（環境と生命３） 2 2 選

教養科目Ｂ（環境と生命４） 2 2 選

教養科目Ｂ（数と情報３） 2 2 選

教養科目Ｂ（数と情報４） 2 2 選

必
選
の
別

1回生 2回生 3回生 4回生

開講学期と単位数 単
位
数
計

◆各学科・専攻が指定する単位数を超えて修得した単位は、卒業に必要な単位に含めることができる。

◆自分が所属する学科・専攻の開放教養科目は、それぞれの学科・専攻の教育課程に従い履修すること。

科目名群

 ◆各学科・専攻が指定する単位を修得しなければならない。
　　ただし、教養科目A群・B群から1科目2単位以上修得しなければならない。

A
群

 
B
群

備考

1科目2単位以上
修得すること
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

国文学史２Ａ 2 2 選

国文学史２Ｂ 2 2 選

国語史Ａ 2 2 選

国語史Ｂ 2 2 選

英語学基礎講義 2 2 選

ジェンダー批評 2 2 選

日本史特殊講義１ 2 2 選

日本史特殊講義２ 2 2 選

日本史特殊講義３ 2 2 選

日本史特殊講義５ 2 2 選

日本史特殊講義９ 2 2 選

東洋史特殊講義５ 2 2 選

東洋史特殊講義６ 2 2 選

東洋史特殊講義９ 2 2 選

西洋史特殊講義５ 2 2 選

西洋史特殊講義７ 2 2 選

西洋史特殊講義８ 2 2 選

西洋史特殊講義９ 2 2 選

西洋史特殊講義１０ 2 2 選

漢文Ａ 2 2 選

漢文Ｂ 2 2 選

ラテン語Ａ 2 2 選

ラテン語Ｂ 2 2 選

メディアと芸術 2 2 選

地域教育論 2 2 選

心理学Ⅱ 2 2 選

児童青年精神医学 2 2 選

音楽心理学 2 2 選

ポピュラー音楽 2 2 選

現代文化・芸術論 2 2 選

認知発達研究 2 2 選

食空間プロデュース論 2 2 選

フードコーディネート論 2 2 選

服飾美学 2 2 選

景観デザイン論 2 2 選

建築計画2 2 2 選

福祉文化論 2 2 選

老年医学 2 2 選

倫理学 2 2 選

環境政策論 2 2 選

行政救済法 2 2 選

社会保障法 4 4 選

国際社会と法務 2 2 選

平和と女性 2 2 選

必
選
の
別

1回生 2回生

史学科

教育学科　教育学専攻

教育学科　心理学専攻
心理学Ⅱを履修するものは、教養
科目Ａ（心とからだ１）、教養科目Ｂ
（心とからだ３）を履修することがで
きない。

3回生 4回生
単
位
数
計

群 科目名

開講学期と単位数

備考

教育学科　音楽教育学専攻

児童学科

食物栄養学科

生活造形学科

※生活福祉学科の者に限る。

法学科

生活福祉学科

国文学科

英文学科

学
科
・
専
攻
開
放
教
養
科
目
群

現代社会学科
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

情報リテラシー基礎 2 2 必

情報リテラシー応用 2 2 選
文学部及び発達教育学部教育
学科心理学専攻は必修。

情報コミュニケーションＡ 2 2 選

情報コミュニケーションＢ 2 2 選

情報コミュニケーションＣ 2 2 選

情報コミュニケーションＤ 2 2 選

情報コミュニケーションＥ 2 2 選

情報コミュニケーションＦ 2 2 選

情報コミュニケーションＧ 2 2 選

情報コミュニケーションＨ 2 2 選

情報コミュニケーション I 2 2 選

情報コミュニケーション J 2 2 選

情報コミュニケーション K 2 2 選

 E　健康科学科目

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

運動と健康科学 2 （2） 2 必

スポーツ実践 1 （1） 1 選

 F　キャリア教育科目

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

キャリア開発Ⅰ 2 2 必

キャリア開発Ⅱ 2 （2） 2 選

職業体験実習 2 選

科目名

科目名

科目名 備考

　　　　　アドバンスト科目
修得単位は、卒業に必要な単位に
含めることができる。

　　　　アドバンスト科目

修得単位は、卒業に必要な単
位に含めることができる。
アドバンスト科目は、情報リテラ
シー基礎の単位を修得しなけ
れば履修できない。

2

備考

単
位
数
計

必
選
の
別

1回生 2回生

開講学期と単位数

1回生 2回生 3回生 4回生

単
位
数
計

必
選
の
別

備考

3回生 4回生

単
位
数
計

必
選
の
別

開講学期と単位数

開講学期と単位数

1回生 2回生 3回生 4回生

 D　情報コミュニケーション科目
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 Ｈ－① 連携活動科目

修得単位は、卒業に必要な単位に含めることができる。

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

連携活動入門 2 2 選

地域連携講座A1 2 2 選

地域連携講座A2 2 2 選

地域連携講座B1 2 2 選

地域連携講座B2 2 2 選

産学連携講座A1 2 2 選

産学連携講座A2 2 2 選

産学連携講座A3 2 2 選

産学連携講座B1 2 2 選

産学連携講座B2 2 2 選

産学連携講座B3 2 2 選

連携課題研究 2 選
集中講義（演習）
「連携活動入門」履修者のみ
受講可

 Ｈ－③ 語学研修科目

修得単位のうち、8単位までを卒業に必要な単位に含めることができる。

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

言語と文化１ 2 選 （英語　国内）

言語と文化２ 4 選 （英語　カナダ）

言語と文化３ 4 選 （英語　英国）

言語と文化４ 4 選 （英語　オーストラリア）

言語と文化５ 4 選 （中国語　中国）

言語と文化6 4 選 （ドイツ語　オーストリア）

言語と文化7 4 選 （フランス語　フランス）

言語と文化8 4 選 （コリア語　韓国）

言語と文化9 2 選 （英語　米国：ハワイ）

言語と文化10 2 選 （中国語　台湾）

修得単位は、６０単位までを卒業に必要な単位に含めることができる。
ただし、家政学部生活福祉学科においては、社会福祉士介護福祉士学校指定規則別表第４に相当する科目（本学の「介護福祉
士に関する履修科目表」に規定する科目）は認められない。
大学コンソーシアム京都単位互換科目及び放送大学単位互換科目の履修及び単位認定方法については別に定める。

 Ｈ－②  他大学単位修得科目

4

4

2

4

4

4

備考

開講学期と単位数 単
位
数
計

必
選
の
別

1回生 2回生 3回生 4回生

2

2

4

4

科目名

科目名

開講学期と単位数 単
位
数
計

必
選
の
別

備考1回生 2回生 3回生 4回生

2
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　Ｉ　諸課程履修科目　　　   修得単位は、卒業に必要な単位に含めることができない。

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

教職論 2 （2） 2 選

教育原論 2 （2） 2 選

教育心理学 2 （2） 2 選

教育行政学 2 （2） 2 選

教育社会学 2 （2） 2 選

教育課程論 2 （2） 2 選

国語科教育法１ 2 （2） 2 選

国語科教育法２ 2 （2） 2 選

国語科教育法３ 2 （2） 2 選

社会科教育法（地理歴史分野） 2 （2） 2 選

社会科教育法（公民分野） 2 （2） 2 選

地理歴史科教育法 2 （2） 2 選

公民科教育法 2 （2） 2 選

英語科教育法１ 2 （2） 2 選

英語科教育法２ 2 （2） 2 選

英語科教育法３ 2 （2） 2 選

家庭科教育法１ 2 （2） 2 選

家庭科教育法２ 2 （2） 2 選

家庭科教育法３ 2 （2） 2 選

家庭科教育法４ 2 （2） 2 選

保健科教育法１ 2 （2） 2 選

保健科教育法２ 2 （2） 2 選

保健科教育法３ 2 （2） 2 選

保健科教育法４ 2 （2） 2 選

情報科教育法１ 2 （2） 2 選

情報科教育法２ 2 （2） 2 選

福祉科教育法１ 2 2 選

福祉科教育法２ 2 2 選

道徳教育論 2 （2） 2 選

特別活動指導法 2 （2） 2 選

教育方法論 2 （2） 2 選

生徒指導論 2 （2） 2 選 （生徒指導と教育相談）

進路指導論 2 （2） 2 選 （進路指導と教育相談）

教育実習論 1 1 選

教育実習 2 選

中学校教育実習 2 選

教職実践演習（中・高） 2 2 選

教職実践演習（栄養教諭） 2 2 選

教職実践演習（養護教諭） 2 2 選

人権と教育 2 （2） 2 選

日本国憲法 2 （2） 2 選

教育学概論 2 （2） 2 選

教育課程概論 1 （1） 1 選

道徳教育概論 1 （1） 1 選

特別活動概論 1 （1） 1 選

教育方法概論 1 （1） 1 選

教育相談 2 （2） 2 選

栄養教育実習指導 1 選

栄養教育実習 1 選

養護教育実習論 1 1 選

養護教育実習 4 選

備考

中学校教諭、高等学校教諭、
栄養教諭及び養護教諭の免許
状取得の所要資格を得るため
の「教職に関する科目」

• 教育職員免許状取得の所要資格
を得るために必要な科目、単位及
び必選の別については、別に定め
る免許状取得要領に従い履修する
こと。

• 教育学科の教育学専攻、音楽教
育学専攻及び児童学科における
「教職に関する科目」は学科・専攻
の教育課程に従い履修すること。
ただし、教育学科音楽教育学専攻
においては、一部、中学校教諭及
び高等学校教諭の免許状取得の
所要資格を得るための「教職に関
する科目」が含まれているので、免
許状取得要領を熟読すること。

開講学期と単位数 単
位
数
計

必
選
の
別

1回生 2回生 3回生 4回生

栄養教諭及び養護教諭の免許
状取得の所要資格を得るため
の「教職に関する科目」

栄養教諭及び養護教諭の所要資
格を得るための必要な科目につい
ては、別に定める免許状取得要領
に従い履修すること。

2

2

1

1

4

科目名
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　Ｉ　諸課程履修科目　　　

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

生涯学習概論 2 （2） 2 選

博物館概論 2 2 選

博物館経営論 2 2 選

博物館資料論 2 2 選

博物館資料保存論 2 2 選

博物館展示論 2 2 選

博物館情報論 1 1 選

視聴覚教育メディア論 1 （1） 1 選

博物館教育論 2 2 選

博物館実習Ⅰ 2 2 選

博物館実習Ⅱ 2 選

生涯学習概論 2 選

図書館概論 2 選

図書館制度・経営論 2 選

図書館情報技術論 2 選

図書館サービス概論 2 選

情報サービス論 2 選

児童サービス論 2 選

情報サービス演習 2 選

図書館情報資源概論 2 選

情報資源組織論 2 選

情報資源組織演習Ⅰ 1 選

情報資源組織演習Ⅱ 1 選

図書館基礎特論 2 選

図書館サービス特論 2 選

図書館情報資源特論 2 選

図書・図書館史 2 選

図書館施設論 2 選

図書館総合演習 2 選

図書館実習 2 選

学校経営と学校図書館 2 選

学校図書館メディアの構成 2 選

学習指導と学校図書館 2 選

読書と豊かな人間性 2 選

情報メディアの活用 2 選

メディア文化論 2 2 選

情報文明論 2 2 選

市民活動論 2 2 選

組織マネジメント論 2 2 選

社会情報学 2 2 選

社会心理学 2 2 選

経営戦略論 2 2 選

都市政策論 2 2 選

科目名

図書館司書及び学校図書館司
書教諭の資格取得に必要な科

目

• 資格取得に必要な科目、単位及
び必選の別については、別に定め
る履修科目表に従い履修すること。

• 教育学科及び児童学科において
は、それぞれの専門科目の中の
「生涯学習概論Ⅰ」を履修するこ

と。

情報処理士の資格取得に
必要な科目

• 資格取得に必要な科目、単位及
び必選の別については、別に定め
る履修科目表に従い履修すること。

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

備考

博物館学芸員の資格取得に必
要な科目
　国文学科・史学科
　児童学科・生活造形学科
　現代社会学科

資格取得に必要な科目、単位及び
必選の別については、別に定める
履修科目表に従い履修すること。

児童学科においては、専門科目の
「生涯学習概論Ⅰ」を履修するこ
と。

開講学期と単位数 単
位
数
計

必
選
の
別

1回生 2回生 3回生 4回生
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